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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 4,304 0.9 139 103.5 132 130.5 75 60.1
22年3月期第2四半期 4,266 △17.4 68 △39.9 57 △50.5 47 △18.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 5.22 ―

22年3月期第2四半期 3.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 7,155 1,493 20.9 103.14
22年3月期 7,368 1,459 19.8 100.78

（参考） 自己資本  23年3月期第2四半期  1,493百万円 22年3月期  1,459百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 2.50 2.50

23年3月期 ― ―

23年3月期 
（予想）

― 2.50 2.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,054 5.6 427 33.7 386 34.4 216 44.8 14.95



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続を実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１.平成22年７月30日に公表いたしました連結業績予想は、第２四半期決算短信（連結）を本資料において修正しております。 
２.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用に当たっての注意事項等につ
いて、および上記１に係る業績予想の具体的修正内容は本日別途開示する「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 14,500,000株 22年3月期 14,500,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q 18,219株 22年3月期 17,016株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 14,482,497株 22年3月期2Q 14,483,237株
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１.当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、大手の企業の収益には改善がみられ、設備
投資の下げ止まりの傾向が見え始めるものの、欧米の景気減速懸念や急激な円高進行などにより、
引き続き不透明な経営環境が続いております。 
このような状況のもと、当社グループの売上高は43億４百万円（前年同四半期比0.9％増）、営
業利益は１億39百万円（前年同四半期比103.5％増）、経常利益は１億32百万円（前年同四半期比
130.5％増）、四半期純利益は75百万円（前年同四半期比60.1％増）となりました。 
なお、前年同四半期連結累計期間には過年度のソフトウェア開発契約に係る進捗部分に対応す
る利益17百万円を前期損益修正益として特別利益に計上しており、当第２四半期連結累計期間に
おいては、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額６百万円、関係会社清算損５百万円を特別
損失に計上しております。 
セグメントの業績は次のとおりであります。 
なお、第１四半期連結会計期間よりセグメントを新基準に変更しておりますが、区分に相違が
ないため、前年同四半期比較については、前年同四半期実績数値を使用しております。 
売上高においては、情報サービス事業は、主力となるソフトウェア受託開発事業において首都
圏に回復傾向が見られるものの関西圏ではまだ厳しさが続いており、また人事・給与を中心とし
たプロダクト事業も引合案件は出て来ておりますが最終決定までには至らず、それぞれ前年度を
割り込んでおります。しかしながら、３年目を迎えたデータセンター事業が前年度を上回って推
移しており、その結果、売上高は27億30百万円(前年同四半期比0.7％増）となりました。 
また、物流事業全体の売上高は15億74百万円(前年同四半期比1.1％増）となりました。 
各事業の概況は次のとおりであります。 
陸運事業は、小麦粉の輸送は堅調に推移したものの、セメントの輸送は需要の低迷から減少を
続けており、売上高は７億83百万円（前年同四半期比0.1％減）にとどまりました。 
海運事業は、建材埠頭での骨材取扱いが不調ながら、海貨取扱業務の回復と原糖本船荷役作業
等の港湾運送業務の増加により、売上高は３億54百万円（前年同四半期比14.1％増）となりまし
た。 
倉庫事業は、芝浦、大井両倉庫の取扱高は増加したものの、東扇島冷蔵倉庫等の売上減少によ
り、売上高は４億36百万円（前年同四半期比5.5％減）となりました。 
営業利益においては、情報サービス事業は上記のとおり売上の増加により、営業利益１億38百
万円（前年同四半期比0.3％増）となりました。また、物流事業は陸運事業における燃費改善等の
コストダウンによる増益と海運事業の取扱い増加による利益の拡大で、売上減少に伴う倉庫事業
の利益の減少をカバーして、営業利益１億58百万円（前年同四半期比29.8％増）となりました。
なお、営業利益より控除していない一般管理費等の全社費用については、のれん償却の終了など
により１億56百万円（前年同四半期比18.0％減）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、総資産は２億12百
万円、負債は２億46百万円それぞれ減少し、純資産は34百万円増加いたしました。 
総資産の主な変動要因は、現金及び預金の減少１億31百万円、受取手形及び売掛金の減少１億
74百万円、たな卸資産の増加97百万円などによるものであります。 
負債の主な変動要因は、長・短期借入金の減少３億14百万円、退職給付引当金の増加34百万円
などによるものであります。 
純資産の主な変動要因は、四半期純利益75百万円の計上と、配当36百万円による利益剰余金の
取り崩しなどによるものであります。なお、有形固定資産の売却により土地再評価差額金の増加
１億26百万円、利益剰余金の減少１億26百万円が生じておりますが、純資産の増減には影響を与
えておりません。 
＜連結キャッシュ・フローの状況＞ 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連
結会計年度末に比べ、１億31百万円減少し、６億86百万円となりました。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果得られた資金は３億37百万円（前年同四半期に得られた資金は３億33百万
円）となりました。 
これは主に、税金等調整前四半期純利益１億28百万円、減価償却費１億52百万円、売上債権
の減少１億74百万円、たな卸資産の増加97百万円によるものであります。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は１億14百万円（前年同四半期に使用した資金は56百万円）
となりました。 
これは主に、有形固定資産の取得による支出１億53百万円によるものであります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果使用した資金は３億54百万円（前年同四半期に使用した資金は４億32百万
円）となりました。 
これは主に、長期借入れによる収入１億円、長期借入金の返済による支出４億34百万円によ
るものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

第２四半期における業績の進捗を勘案し業績予想の見直しを行った結果、平成22年７月30日付
当社「平成23年３月期 第１四半期決算短信」にて発表いたしました平成23年３月期の第２四半
期累計期間および通期の業績予想を連結、個別とも修正しております。詳細は本日別途開示する
「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．固定資産の減価償却費の算定方法 
固定資産の年度中の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予

定額を期間按分する方法によっております。 
なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算出する方法によっております。 
２．経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 
３．税金費用の計算 

法人税等は、法定実効税率を基礎とした年間予測税率により計算しております。 
なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 
第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
21号 平成20年３月31日）を適用しております。 
これにより、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は６百万円減少してお

ります。 
 

（「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適
用） 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年
３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告
第24号 平成20年３月10日）を適用しております。 
これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に与える影響はありません。 
 
（企業結合に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20
年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）「『研
究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分
離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」
（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会
計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しており
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ます。 
これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に与える影響はありません。 
 
（表示方法の変更） 
（四半期連結損益計算書関係） 
「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務

諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、
当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま
す。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 686,434 818,396 

受取手形及び売掛金 1,232,345 1,407,141 

商品及び製品 3,223 7,405 

仕掛品 174,282 72,594 

原材料及び貯蔵品 344 368 

繰延税金資産 127,178 127,178 

その他 53,377 31,095 

貸倒引当金 △4,798 △4,785 

流動資産合計 2,272,386 2,459,393 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,176,139 1,240,072 

機械装置及び運搬具（純額） 267,517 266,885 

土地 2,489,232 2,523,182 

建設仮勘定 3,000 1,879 

その他（純額） 180,513 120,778 

有形固定資産合計 4,116,402 4,152,798 

無形固定資産   

その他 145,534 146,190 

無形固定資産合計 145,534 146,190 

投資その他の資産   

投資有価証券 164,975 157,110 

繰延税金資産 343,349 339,915 

その他 137,132 136,810 

貸倒引当金 △23,979 △23,990 

投資その他の資産合計 621,477 609,845 

固定資産合計 4,883,414 4,908,835 

資産合計 7,155,800 7,368,229 
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 494,284 488,469 

短期借入金 1,977,500 1,961,400 

未払法人税等 60,844 71,457 

賞与引当金 298,170 291,172 

受注損失引当金 1,458 1,786 

その他 189,354 190,410 

流動負債合計 3,021,613 3,004,695 

固定負債   

長期借入金 1,490,950 1,821,500 

再評価に係る繰延税金負債 139,633 139,633 

退職給付引当金 904,489 870,287 

役員退職慰労引当金 5,180 4,130 

その他 100,315 68,449 

固定負債合計 2,640,568 2,904,001 

負債合計 5,662,182 5,908,697 

純資産の部   

株主資本   

資本金 765,000 765,000 

資本剰余金 125,000 125,000 

利益剰余金 453,352 540,681 

自己株式 △3,223 △3,060 

株主資本合計 1,340,129 1,427,620 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △9,144 △4,042 

土地再評価差額金 162,633 35,953 

評価・換算差額等合計 153,488 31,911 

純資産合計 1,493,618 1,459,531 

負債純資産合計 7,155,800 7,368,229 
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,266,746 4,304,267 

売上原価 3,992,337 3,995,328 

売上総利益 274,409 308,939 

販売費及び一般管理費 205,642 169,026 

営業利益 68,766 139,912 

営業外収益   

受取利息 49 56 

受取配当金 805 1,078 

持分法による投資利益 10,440 10,431 

受取賃貸料 13,597 11,122 

その他 1,135 2,262 

営業外収益合計 26,028 24,951 

営業外費用   

支払利息 31,355 27,363 

その他 5,767 4,564 

営業外費用合計 37,123 31,928 

経常利益 57,671 132,935 

特別利益   

前期損益修正益 17,032 － 

固定資産売却益 200 8,329 

その他 1,659 － 

特別利益合計 18,892 8,329 

特別損失   

固定資産売却損 － 321 

固定資産除却損 － 22 

関係会社清算損 － 5,341 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,780 

特別損失合計 － 12,465 

税金等調整前四半期純利益 76,563 128,798 

法人税等 29,373 53,240 

少数株主損益調整前四半期純利益 47,190 75,558 

四半期純利益 47,190 75,558 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 76,563 128,798 

減価償却費 165,671 152,060 

貸倒損失 5,074 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,658 2 

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,629 6,998 

受注損失引当金の増減額（△は減少） － △327 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 49,882 34,201 

受取利息及び受取配当金 △855 △1,135 

支払利息 31,355 27,363 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 760 1,050 

のれん償却額 20,000 － 

持分法による投資損益（△は益） △10,440 △10,431 

有形固定資産売却損益（△は益） △200 △8,007 

有形固定資産除却損 － 22 

関係会社清算損益（△は益） － 5,341 

前期損益修正損益（△は益） △17,032 － 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,780 

売上債権の増減額（△は増加） 637,318 174,795 

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,184 △97,481 

仕入債務の増減額（△は減少） △481,926 5,815 

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,964 △3,867 

その他 △33,433 2,139 

小計 431,560 424,118 

利息及び配当金の受取額 855 1,135 

利息の支払額 △31,599 △27,673 

法人税等の支払額 △66,922 △60,229 

営業活動によるキャッシュ・フロー 333,893 337,350 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △61,258 △153,751 

有形固定資産の売却による収入 200 55,127 

無形固定資産の取得による支出 △300 △8,397 

投資有価証券の取得による支出 △2,400 △16,902 

短期貸付金の純増減額（△は増加） △15 20 

長期貸付金の回収による収入 320 200 

敷金及び保証金の差入による支出 △824 △743 

敷金及び保証金の回収による収入 3,251 200 

関係会社の清算による収入 － 5,590 

その他 4,271 3,683 

投資活動によるキャッシュ・フロー △56,756 △114,972 
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,000 20,000 

長期借入れによる収入 200,000 100,000 

長期借入金の返済による支出 △444,950 △434,450 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,488 △3,531 

配当金の支払額 △36,054 △36,196 

自己株式の取得による支出 △26 △162 

財務活動によるキャッシュ・フロー △432,519 △354,340 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △155,382 △131,962 

現金及び現金同等物の期首残高 721,718 818,396 

現金及び現金同等物の四半期末残高 566,335 686,434 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 
（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 

 
情報サービス事

業 

(千円) 

物流事業 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結 
(千円) 

売上高      

(1)外部顧客に対する
売上高 

2,710,195 1,556,551 4,266,746 － 4,266,746 

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

－ － － － － 

計 2,710,195 1,556,551 4,266,746 － 4,266,746 

営業利益 138,314 121,766 260,081 (191,314) 68,766 

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 
２ 各事業の主な内容 
(1) 情報サービス事業……情報サービス部門 
(2) 物流事業………………陸運、海運、倉庫部門 

３ （会計方針の変更） 
   受注制作のソフトウェア開発に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

受注制作ソフトウェア開発に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用して
おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工
事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第
１四半期連結累計期間より適用し、当第１四半期連結累計期間の期首に存在するソフトウェア開
発契約を含むすべてのソフトウェア開発契約において当第２四半期連結累計期間末までの進捗部
分について成果の確実性が認められるものについては工事進行基準（ソフトウェア開発の進捗率
の見積もりは工数の発生比率による。）を、その他のものについては工事完成基準を適用しており
ます。 
この変更に伴い、従来の方法に比較して、情報サービス事業の当第２四半期連結累計期間の売
上高は83,985千円増加し、営業利益は32,899千円増加しております。 

 
【所在地別セグメント情報】 

すべて国内の取引であるため、該当事項はありません。 

 
【海外売上高】 

海外売上高はありません。 
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（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号
平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、
取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と
なっているものであります。 
当社は、事業部別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 
したがって、当社は事業部別のセグメントから構成されており、ソフトウェア受託開発を主

とする「情報サービス事業」と荷役から貨物の保管、流通加工、貨物輸送などの「物流事業」
の２つを報告セグメントとしております。 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

（単位：千円） 

報告セグメント 
 

情報サービス 
事業 

物流事業 計 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高      

  外部顧客への売上高 2,730,210 1,574,057 4,304,267 － 4,304,267 

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ － － － － 

計 2,730,210 1,574,057 4,304,267 － 4,304,267 

セグメント利益 138,697 158,072 296,770 △156,858 139,912 

(注) １  セグメント利益の調整額△156,858千円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費等の全
社費用であります。 

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 
（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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